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設
備
投
資
計
画
の
要
点

●
は
じ
め
に

設
備
投
資
計
画
に
あ
た
り
、
ま
ず
着

目
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
「
費
用
対

効
果
」
が
思
い
浮
か
び
ま
す
が
、
適
切

な
費
用
対
効
果
の
算
定
に
は
、
図
1
に

示
し
た
要
点
項
目
（
①
〜
⑨
）
を
チ
ェ

ッ
ク
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
利
用
可
能
な
補
助
金
、
助
成

金
な
ど
を
調
査
・
検
討
す
る
こ
と
も
重

要
で
す
。
本
来
、
充
分
投
資
回
収
で
き

る
と
こ
ろ
に
補
助
金
な
ど
を
活
用
す
る

こ
と
で
、
補
助
を
受
け
る
部
分
を
内
部

留
保
し
た
り
、
他
の
分
野
に
有
効
活
用

で
き
た
り
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

で
は
、
各
項
を
詳
説
し
ま
す
。

①
法
定
耐
用
年
数
と
実
質
耐
用
年
数

　

法
定
耐
用
年
数
に
つ
い
て
は
、
国
税

庁
の
「
主
な
減
価
償
却
資
産
の
耐
用
年

数
表
※ 1
」
が
役
に
立
ち
ま
す
。
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
の
場
合
は
、
国
税
庁
「
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
の
取
得
価
額
と
耐
用
年
数
※ 2
」

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
確
実
な
減
価
償
却
を
計
画
す

る
た
め
に
専
門
家
（
税
理
士
な
ど
）
へ

の
事
前
相
談
を
行
っ
て
お
く
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

　

次
に
、
実
質
耐
用
年
数
に
つ
い
て
も

検
討
が
必
要
で
す
。
わ
か
り
や
す
い
例

を
挙
げ
る
と
「
車
両
運
搬
具
（
運
搬
利

用
の
車
両
）」
の
法
定
耐
用
年
数
は
4

年
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
実
際
に
は
10

年
を
超
え
て
利
用
す
る
よ
う
な
ケ
ー
ス

を
想
像
し
て
く
だ
さ
い
（
た
だ
し
、
あ

ま
り
に
長
い
年
数
の
利
用
は
、
維
持
修

繕
コ
ス
ト
の
増
加
に
つ
な
が
る
）。

知らないと大損をする！
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　モノ（設備）から利益を創出する事業・産業

において、設備投資計画と投資回収計画は必

須です。また、事業継続の結果として望まれ

る再投資についても視野に入れておくことが

大切です。さらに、設備がもたらす様々な側

面（事業プロセス、環境、他の経営資源との

関係など）も含めた総合的なプランとするこ

とで、生産性をよくするだけでなく、事業環

境の改善や組織としての計画的なサイクルへ

と発展させることも可能となります。

①�法定耐用年数（減価償却の基準）と、実質耐
用年数（入れ替えまでに利用できる年数）

②�当該設備（ソフトウェアなども含みます、以
下同じ）により、向上させることができる生
産性、他のプロセスに与える影響

③�当該設備により、削減することができるプロ
セスとコスト

④�当該設備が稼働できる1日あたりの時間と、
必要な休止時間

⑤�当該設備を利用するにあたり、必要となる人
員とコスト

⑥�当該設備を稼働させるために必要な電気・通
信などのインフラコスト

⑦維持・保守などにかかるコスト

⑧エミッションとその効果

⑨投資回収期間

※1：「主な減価償却資産の耐用年数表」　https://www.nta.go.jp/taxes/shiraberu/taxanswer/shotoku/pdf/2100_01.pdf
※ 2：「ソフトウェアの取得価額と耐用年数」　https://www.nta.go.jp/taxes/shiraberu/taxanswer/hojin/5461.htm

図 1　費用対効果算定の要点項目

https://sdxc.or.jp
mailto:info@sdxc.or.jp
https://www.nta.go.jp/taxes/shiraberu/taxanswer/shotoku/pdf/2100_01.pdf
https://www.nta.go.jp/taxes/shiraberu/taxanswer/hojin/5461.htm
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こ
の
よ
う
に
、
会
計
上
の
減
価
償
却

が
終
わ
る
ま
で
の
期
間
と
、
実
際
に
設

備
を
入
れ
替
え
る
ま
で
の
期
間
が
異
な

る
ケ
ー
ス
は
、
設
備
投
資
計
画
の
重
要

な
側
面
に
な
り
ま
す
。

②�

当
該
設
備
に
よ
り
、
向
上
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
生
産
性
、
他
の
プ
ロ
セ

ス
に
与
え
る
影
響

③
当
該
設
備
に
よ
り
、
削
減
す
る
こ
と

　

が
で
き
る
プ
ロ
セ
ス
と
コ
ス
ト

　

こ
の
２
項
目
で
考
え
る
べ
き
は
、
設

備
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま

で
の
事
業
活
動
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な

改
善
が
な
さ
れ
、
経
済
的
な
イ
ン
パ
ク

ト
を
与
え
る
か
で
す
。

　

例
え
ば
「
部
品
製
造
機
械
」
で
あ
れ

ば
、
1
分
間
に
10
個
生
産
で
き
る
も
の

か
ら
、
15
個
生
産
で
き
る
も
の
に
入
れ

替
え
る
こ
と
で
、
単
純
計
算
で
は
1.5
倍

の
生
産
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
製
品
の
完
成
ま
で
に
は
複

数
の
工
程
が
存
在
し
て
お
り
、
当
該
設

備
の
次
の
プ
ロ
セ
ス
で
受
け
入
れ
可
能

と
な
る
数
量
の
上
限
が
1
分
間
に
12
個

ま
で
だ
っ
た
場
合
に
は
、
当
該
設
備
の

最
大
可
動
能
力
は
12
個
に
制
限
さ
れ
て

し
ま
い
ま
す
。

　

ま
た
、
一
連
の
流
れ
で
、
当
該
設
備

に
よ
り
削
減
で
き
る
プ
ロ
セ
ス
や
コ
ス

ト
の
検
討
も
重
要
で
、
プ
ロ
セ
ス
「
Ａ 

→ 

Ｂ 

→ 

Ｃ
」
と
流
れ
る
も
の
が
、
当

該
設
備
に
よ
り
プ
ロ
セ
ス
「
Ａ
＆
Ｂ 

→ 

Ｃ
」
と
な
る
場
合
、
そ
の
コ
ス
ト

や
効
果
を
検
討
す
る
こ
と
が
と
て
も
重

要
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
効
果
は
、
特
に
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
で
起
き
や
す
い
現
象
で
す
。

④�
当
該
設
備
が
稼
働
で
き
る
1
日
あ
た

り
の
時
間
と
、
必
要
な
休
止
時
間

　

設
備
は
ヒ
ト
と
異
な
り
、
可
能
な
限

り
の
稼
働
を
さ
せ
る
こ
と
を
検
討
す
べ

き
で
す
。

　

た
だ
し
、
設
備
の
運
用
上
必
要
な
ア

イ
ド
ル
タ
イ
ム
や
休
止
が
あ
る
こ
と
に

も
注
意
が
必
要
で
す
。
設
備
が
本
来
想

定
さ
れ
て
い
る
稼
働
状
況
を
超
え
て
運

用
さ
れ
る
場
合
、
設
備
へ
の
ダ
メ
ー
ジ

が
蓄
積
さ
れ
て
故
障
や
ア
ク
シ
デ
ン
ト

の
原
因
と
な
り
、
想
定
し
て
い
な
い
コ

ス
ト
や
全
体
の
生
産
へ
の
悪
い
イ
ン
パ

ク
ト
を
与
え
て
し
ま
い
ま
す
。

　

ま
た
、
機
械
設
備
で
あ
れ
ば
定
期
的

な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
の
計
画
停
止

に
も
注
意
が
必
要
で
す
。

　

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
で
あ
っ
て
も
、
再
起

動
の
必
要
性
や
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
サ
イ
ク

ル
な
ど
に
注
意
を
払
い
、
可
能
で
あ
れ

ば
生
産
稼
働
時
間
外
に
計
画
す
る
こ
と

を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

⑤�

当
該
設
備
を
利
用
す
る
に
あ
た
り
、

必
要
と
な
る
人
員
と
コ
ス
ト

　

設
備
の
入
れ
替
え
や
新
た
な
設
備
導

入
に
お
い
て
、
当
該
設
備
を
稼
働
さ
せ

る
た
め
に
必
要
な
人
員
（
単
に
人
数
だ

け
で
な
く
、
必
要
な
力
量
の
確
保
も
含

む
）
と
そ
の
コ
ス
ト
、
仮
に
そ
の
人
員

が
欠
け
た
場
合
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
プ
ラ

ン
を
持
つ
こ
と
は
重
要
で
す
。

　

設
備
を
最
大
に
活
用
す
る
た
め
に
は

関
係
す
る
プ
ロ
セ
ス
へ
の
精
通
や
当
該

設
備
に
対
す
る
知
識
を
持
つ
人
員
を
配

置
す
る
、
さ
ら
に
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
環

境
を
持
つ
こ
と
が
必
要
で
す
。

⑥�

当
該
設
備
を
稼
働
さ
せ
る
た
め
に
必

要
な
電
気
・
通
信
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ

コ
ス
ト

　

設
備
利
用
に
あ
た
り
、
電
気
や
熱
、

通
信
な
ど
恒
常
的
に
発
生
す
る
付
帯
コ

ス
ト
も
考
慮
に
入
れ
る
べ
き
で
す
。
ま

た
、
設
備
入
れ
替
え
の
場
合
は
、
従
前

の
設
備
に
対
し
、
そ
の
よ
う
な
付
帯
コ

ス
ト
を
ど
の
程
度
削
減
で
き
る
の
か
と

い
う
観
点
か
ら
考
慮
し
て
く
だ
さ
い
。

　

付
帯
コ
ス
ト
の
発
生
や
削
減
を
投
資

計
画
に
入
れ
る
こ
と
で
投
資
効
果
を
精

緻
に
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
機
械
設

備
で
あ
れ
ば
カ
タ
ロ
グ
ス
ペ
ッ
ク
、
メ

ー
カ
ー
か
ら
の
情
報
を
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
で
あ
れ
ば
通
信
コ
ス
ト
発
生
、
別
の

プ
ロ
セ
ス
や
シ
ス
テ
ム
と
依
存
関
係
に

な
い
か
な
ど
の
観
点
か
ら
、
事
前
調
査

を
実
施
し
て
可
能
で
あ
れ
ば
検
証
し
て

お
く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

⑦
維
持
・
保
守
な
ど
に
か
か
る
コ
ス
ト

　

大
き
く
、
以
下
の
２
つ
の
考
え
方
が

あ
り
ま
す
。

「
想
定
さ
れ
る
維
持
・
保
守
の
コ
ス
ト
」

「
想
定
外
の
事
態
が
発
生
し
た
場
合
に
、

復
旧
に
か
か
る
コ
ス
ト
」

　

前
者
の
維
持
・
保
守
の
コ
ス
ト
に
つ

い
て
は
、
導
入
前
に
メ
ー
カ
ー
や
サ
プ

ラ
イ
ヤ
か
ら
見
積
も
り
を
取
る
こ
と
が
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で
き
ま
す
が
、
後
者
の
復
旧
に
か
か
る

コ
ス
ト
に
つ
い
て
は
別
途
検
討
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
当
該
設
備
が
1
時
間
停
止

し
た
場
合
に
、
ど
の
程
度
の
逸
失
利
益

が
想
定
さ
れ
る
の
か
、
仮
に
ア
ク
シ
デ

ン
ト
で
当
該
設
備
が
稼
働
で
き
な
い
場

合
、
代
替
の
手
段
で
ど
の
程
度
の
生
産

を
カ
バ
ー
で
き
る
か
な
ど
は
、
想
定
し

て
然
る
べ
き
で
す
。

　

そ
し
て
、
当
該
設
備
の
復
旧
に
対
し

て
必
要
と
な
る
コ
ス
ト
を
ど
の
よ
う
に

カ
バ
ー
す
る
の
か
を
、
事
前
検
討
し
て

お
く
こ
と
が
必
須
で
す
。

　

例
え
ば
、
代
替
設
備
の
事
前
準
備
や

設
備
に
対
す
る
保
険
な
ど
、
リ
ス
ク
に

対
す
る
「
回
避
・
転
嫁
・
軽
減
・
受
容
」

と
い
う
側
面
か
ら
、
事
前
に
ア
ク
シ
デ

ン
ト
と
、
そ
の
復
旧
に
対
す
る
プ
ラ
ン

を
持
つ
こ
と
は
と
て
も
重
要
で
す
。

⑧
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
そ
の
効
果

　

設
備
（
特
に
機
械
設
備
）
が
様
々
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
し
、
稼
働
し
て
い

る
こ
と
に
着
目
す
る
の
は
と
て
も
重
要

で
す
。

　

仮
に
、
非
常
に
高
性
能
な
設
備
で
あ

っ
た
と
し
て
も
、
二
酸
化
炭
素
な
ど
を

排
出
す
る
負
の
要
素
が
あ
る
場
合
な

ど
、
特
に
昨
今
で
は
、
こ
の
よ
う
な
側

面
（SD

Gs

戦
略
の
環
境
側
面
）
に
つ

い
て
の
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
（
製
品
の

追
跡
）
や
削
減
効
果
が
求
め
ら
れ
る
時

代
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
、
企
業
側
も

意
識
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
そ
の
よ
う
な
環
境
側
面
に
対

す
る
取
り
組
み
が
事
業
へ
の
イ
ン
パ
ク

ト
を
与
え
る
可
能
性
に
つ
い
て
も
調
査

研
究
し
、
事
前
検
討
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
い
え
ま
す
。

　

例
え
ば
「
二
酸
化
炭
素
」
で
あ
れ
ば
、　

産
業
の
川
上
か
ら
川
下
ま
で
の
総
排
出

量
は
製
造
者
に
と
っ
て
大
き
な
関
心
事

で
あ
り
、
報
告
義
務
を
伴
う
場
合
も
あ

り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
環
境
の
中
で
、

自
社
が
二
酸
化
炭
素
の
排
出
を
計
測

し
、
取
引
先
に
情
報
の
提
供
・
開
示
を

す
る
こ
と
は
ビ
ジ
ネ
ス
面
で
の
プ
ラ
ス

要
素
と
な
り
得
ま
す
。

　

ま
た
、
同
時
に
様
々
な
認
証
制
度
が

行
政
や
地
方
自
治
体
に
よ
っ
て
広
く
取

り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
総
合
的
な
エ
ミ

ッ
シ
ョ
ン
へ
の
良
い
取
り
組
み
に
対
す

る
、
有
利
な
金
融
制
度
（
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・

イ
ン
パ
ク
ト
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
、
略
称

Ｐ
Ｉ
Ｆ
）
な
ど
の
存
在
を
考
慮
し
て
お

く
こ
と
は
、
投
資
に
お
い
て
大
き
な
関

心
ご
と
で
あ
り
、
本
来
の
稼
働
目
的
以

外
で
の
良
い
影
響
を
事
業
に
も
た
ら
す

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

以
上
、
①
〜
⑧
の
解
説
を
踏
ま
え
て

「
⑨
投
資
回
収
期
間
」
を
次
項
で
考
察

し
ま
す
。

「
投
資
回
収
期
間
」
と

投
資
の
有
効
性
を
考
察
す
る

費
用
対
効
果
試
算
　
ケ
ー
ス
1

●
実
質
的
費
用
対
効
果

　

最
終
的
な
投
資
回
収
期
間
と
投
資
の

有
効
性
を
経
済
的
に
検
討
す
る
こ
と
は

投
資
に
お
い
て
最
も
重
要
な
要
素
で

す
。
ま
ず
は
、
こ
れ
ま
で
の
内
容
を
基

に
、
項
目
を
一
覧
に
し
た
例
（
図
2
）

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

投
資
計
画
で
は
、
総
合
的
な
費
用
対

効
果
で
考
え
る
こ
と
を
前
提
と
し
、
こ

の
投
資
が
ど
の
よ
う
に
有
意
で
あ
る
か

を
試
算
し
て
検
討
し
ま
す
。

　

図
3
・
4
は
、
そ
の
計
算
例
で
す
。

図 2　設備種類：検査工具

a
b
c
d
e
f
g
h
i
j
k
l

価格
法定耐用年数
実質耐用年数
関連プロセスの人的コスト
生産向上率
削減可能なプロセスの人的コスト
1日あたり稼働時間
年間稼働日数
当該設備に必要な追加人的コスト
運転で削減されるインフラコスト
増加する保守費用
リスク回避コスト（例：保険の増加）

20,000,000
5
8

2,500
150
5
12
220

1,000
150

150,000
70,000

円
年
年
円／時間
%
％
時間／日
日
円／時間
円／時間
円／年
円／年

単　位項　目 数　値
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●
実
質
耐
用
年
数
に
お
け
る

　

総
生
産
向
上

・
図
3
の
解
説

　

実
質
耐
用
年
数
8
年
、
年
間
稼
働
日

数
２
２
０
日
、
1
日
12
時
間
稼
働
の
想

定
か
ら
、
基
礎
と
な
る
総
稼
働
時
間
は

２
万
１
１
２
０
時
間
と
な
り
ま
す
。
そ

の
他
、
諸
条
件
を
基
に
増
加
す
る
収
入

期
待
値
を
求
め
て
み
ま
す
。

　

人
的
コ
ス
ト
は
、
設
備
入
替
え
前
に

も
存
在
し
ま
す
が
、
生
産
性
の
向
上
効

果
、
人
的
コ
ス
ト
の
削
減
効
果
、
イ
ン

フ
ラ
コ
ス
ト
の
削
減
効
果
か
ら
、
３
２

２
０
万
８
０
０
０
円
（
Ｆ
の
値
）
の
収

入
増
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

・
図
4
の
解
説

　

対
す
る
増
加
コ
ス
ト
（
投
資
額
を
含

む
）
を
試
算
し
て
み
ま
す
。
投
資
額
の

２
千
万
円
の
他
、
追
加
人
的
コ
ス
ト
、

保
守
費
の
増
加
、
リ
ス
ク
回
避
コ
ス
ト

が
発
生
し
、合
計
で
４
２
８
８
万
円
（
Ｊ

の
値
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

総
計
す
る
と
マ
イ
ナ
ス
１
０
６
７
万

２
０
０
０
円
で
す
。
単
純
に
費
用
対
効

果
だ
け
で
見
る
と
、
マ
イ
ナ
ス
の
結
果

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

図 3　収入増に対する試算

図 3

●総稼働時間	 g		  h		  c		  A
	 12	 ×	 220	 ×	 8	 ＝	 21,120

●人的コスト	 A		  d				    B
	 21,120	 ×	 2,500			   =	 52,800,000

●向上効果	 B		  e				    C
	 52,800,000	 ×	（150%－ 100%）	 		  ＝	 26,400,000

●人的コストの削減	 d		  A		  f		  D
	 2,500	 ×	 21,120	 ×	 5%	 ＝	 2,640,000

●インフラコストの削減	 j		  A				    E
	 150	 ×	 21,120			   =	 3,168,000

●期待される収入増	 C		  D		  E		  F
	 26,400,000	 ＋	 2,640,000	 ＋	 3,168,000	 ＝	 32,208,000

●投資額	 20,000,000

●追加人的コスト	 i		  A				    G
	 1,000	 ×	 21,120			   ＝	 21,120,000

●保守費の増加	 ｋ		  c				    H
	 150,000	 ×	 8			   ＝	 1,200,000

●リスク回避コスト	 l		  c				    I
	 70,000	 ×	 8			   ＝	 560,000

●投資額と	 a		  G		  H		  I	
　追加コスト合計	 20,000,000	 ＋	 21,120,000	 ＋	 1,200,000	 ＋	 560,000

							       J
						      ＝	 42,880,000

図 4　増加コストに対する試算
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計
算
上
マ
イ
ナ
ス
で
あ
っ
た
と
し
て
も

事
業
上
必
要
で
あ
れ
ば
、
他
の
プ
ロ
セ

ス
で
収
益
を
獲
得
し
、
投
資
の
マ
イ
ナ

ス
を
補
う
こ
と
も
計
画
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
既
存
設
備
の
廃
棄
コ
ス
ト

や
次
の
再
投
資
コ
ス
ト
な
ど
に
も
目
を

向
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

費
用
対
効
果
試
算
　
ケ
ー
ス
2

●
投
資
回
収
年
数
法

　

投
資
案
の
実
質
費
用
対
効
果
は
8
年

間
で
マ
イ
ナ
ス
１
０
６
７
万
２
０
０
０

円
と
試
算
さ
れ
ま
し
た
（
図
5
）。

　

こ
の
投
資
案
が
、
有
効
か
否
か
別
の

視
点
で
評
価
を
し
て
み
ま
す
。
そ
の
際

に
役
立
つ
手
法
と
し
て
、
比
較
的
に
結

果
が
求
め
や
す
い
「
投
資
回
収
年
数
法
」

を
紹
介
し
ま
す
。

　

投
資
回
収
年
数
法
と
は
、
端
的
に
言

え
ば
「
投
資
額
は
投・

・

・

・

資
効
果
に
よ
っ
て

何
年
で
回
収
で
き
る
か
」
を
求
め
る
も

の
で
す
。
こ
こ
で
言
う
投
資
効
果
と
は
、

フ
リ
ー
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
（
Ｆ
Ｃ
Ｆ
）

と
呼
ば
れ
て
い
る
1
年
間
の
現
金
獲
得

額
を
用
い
ま
す
。
フ
リ
ー
キ
ャ
ッ
シ
ュ

　

さ
て
、
こ
の
投
資
を
ど
の
よ
う
に
考

え
る
べ
き
で
し
ょ
う
か
（
図
5
）。

　

そ
こ
で
単
純
に
「
投
資
回
収
が
マ
イ

ナ
ス
だ
か
ら
優
位
性
は
な
い
」
と
言
い

切
る
の
は
、
後
々
リ
ス
ク
に
な
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
対
象
設
備
で
既
に
故
障

の
兆
し
が
あ
り
、
こ
の
2
年
間
、
そ
れ

ぞ
れ
３
０
０
万
円
の
修
繕
費
が
か
か
っ

て
い
た
と
し
た
ら
、
こ
の
投
資
は
有
意

と
な
る
可
能
性
が
高
い
と
い
え
ま
す
。

　

例
え
ば
、
設
備
投
資
に
対
し
て
１
／

２
の
補
助
金
（
1
千
万
円
）
が
活
用
出

来
た
場
合
に
は
、
5
年
目
に
投
資
が
回

収
で
き
る
こ
と
に
な
り
、
経
済
的
に
も

有
意
な
投
資
と
な
り
ま
す
。（
図
6
）。

　

さ
ら
に
、
増
加
コ
ス
ト
を
抑
え
る
こ

と
で
効
果
を
よ
り
高
め
る
こ
と
も
期
待

で
き
ま
す
。
例
え
ば
、
追
加
人
的
コ
ス

ト
を
半
減
し
た
場
合
や
、
総
合
的
な
稼

働
を
現
在
の
1
日
12
時
間
か
ら
16
時
間

に
増
や
す
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
表
計
算
ソ
フ
ト
な
ど
で
試
算

し
、
様
々
な
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行

っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
投
資
計
画
に
お
い
て

は
様
々
な
側
面
か
ら
考
察
し
て
適
切
な

判
断
を
下
す
こ
と
が
重
要
で
す
。
仮
に

－25,000,000

－20,000,000

－15,000,000

－10,000,000

－5,000,000

0

5,000,000

10,000,000

1年目 2年目 3年目 4年目 5年目 6年目 7年目 8年目

利益（損失）累計
年度利益（損失）増収効果

投資・コスト増加

－25,000,000

－20,000,000

－15,000,000

－10,000,000

－5,000,000

0

5,000,000

10,000,000

利益（損失）累計

1年目 2年目 3年目 4年目 5年目 6年目 7年目 8年目

年度利益（損失）増収効果
投資・コスト増加

図 5　費用対効果試算 ケース 1

図 6　費用対効果試算 ケース 1　補助金が活用できた場合
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中
小
企
業
に
と
っ
て
大
き
な
出
費
を

伴
う
設
備
投
資
は
、
今
後
の
自
社
の
行

く
末
を
決
め
る
決
断
で
す
。
そ
れ
故
に

設
備
投
資
を
肯
定
し
た
い
誘
惑
に
駆
ら

れ
る
は
ず
で
す
。

　

そ
の
際
に
設
備
投
資
の
目
的
や
意
義

だ
け
で
な
く
、
費
用
対
効
果
や
投
資
回

収
年
数
な
ど
の
客
観
的
な
評
価
を
基
に

決
断
す
る
こ
と
で
、
中
小
企
業
の
強
み

で
あ
る
迅
速
な
意
思
決
定
が
有
効
に
発

揮
さ
れ
る
と
考
え
ま
す
。

●
お
わ
り
に

　

設
備
投
資
計
画
の
要
素
や
側
面
に
つ

い
て
詳
説
し
ま
し
た
。
様
々
な
要
素
が

あ
り
複
雑
に
見
え
ま
す
が
、
要
点
を
押

さ
え
て
必
要
性
を
考
慮
す
れ
ば
自
ず
と

答
え
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

特
に
、
昨
今
で
は
、
生
成
系
Ａ
Ｉ
が

目
覚
ま
し
い
進
化
を
遂
げ
て
い
ま
す
。

本
稿
で
述
べ
た
様
々
な
内
容
を
問
い
か

け
て
、
検
討
し
て
み
る
こ
と
も
価
値
の

あ
る
行
為
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
他
に
も
設
備
投
資
計
画
に
つ
い

て
様
々
な
考
え
方
や
計
算
法
が
あ
り
ま

す
が
、
ま
ず
は
本
稿
で
紹
介
し
た
手
法

が
貴
社
の
一
助
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

フ
ロ
ー
は
、
利
益
額
か
ら
税
金
分
を
除

き
、
減
価
償
却
額
を
足
し
て
求
め
ま
す
。

　

投
資
回
収
年
数
法
で
は
、
投
資
額
を

こ
の
Ｆ
Ｃ
Ｆ
で
割
る
こ
と
で
、
投
資
に

使
っ
た
分
を
何
年
間
か
け
て
現
金
化
で

き
る
か
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

投
資
案
を
例
に
す
る
と
、
図
7
・
8

の
よ
う
に
投
資
回
収
年
数
は
17
・
2
年

と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
こ
の
例
は
、
単
純
に
費
用

対
効
果
を
求
め
た
も
の
な
の
で
、
補
助

金
申
請
な
ど
を
利
用
す
る
、
付
加
価
値

（
営
業
利
益
＋
人
件
費
＋
減
価
償
却
費
）

な
ど
で
考
え
た
場
合
に
は
、
別
の
見
方

も
で
き
ま
す
。

　

回
収
年
数
の
評
価
に
お
い
て
は
基
準

を
必
ず
作
り
ま
す
。
例
え
ば
「
一
律
に

5
年
と
す
る
」
と
い
う
実
質
耐
用
年
数

や
借
入
期
間
な
ど
が
、
評
価
基
準
と
し

て
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
投
資
案
は
、
実
質
耐
用
年
数
の

8
年
と
比
べ
て
倍
以
上
の
期
間
が
回
収

に
必
要
と
な
る
た
め
、
却
下
と
な
る
見

込
み
が
高
そ
う
で
す
。
費
用
対
効
果
で

述
べ
た
よ
う
な
収
益
性
改
善
の
た
め
の

追
加
施
策
が
可
能
か
ど
う
か
、
そ
の
検

討
が
投
資
へ
の
カ
ギ
と
な
り
ま
す
。

－15,000,000

－10,000,000

－5,000,000

0

5,000,000
1年目 2年目 3年目 4年目 5年目 6年目 7年目 8年目

利益（損失）累計
年度利益（損失）

増収効果
減価償却費
その他コスト増加

●投資回収年数を求める
　投資額 ２0,000,000円 ÷  FCF 1,166,000円／年 ＝ 17.2年

a
b
c
d
e
f

収入増加分
コスト増加分
利益増加分
税金（税率35％）
減価償却費
年間のフリーキャッシュフロー（FCF）

4,026,000
6,860,000

－2,834,000
0

4,000,000
1,166,000

1年間に見込まれる収入増加額
1年間に見込まれるコスト増加額
a － b
損失計上のため税金は発生しない
2,000万円 ÷ 4年で計算
c － d + f

備　考項　目 数値（円）
図 7　設備種類：検査工具

図 8　費用対効果試算 ケース 2


